


テーマの趣旨を十分に琴解した上で、テーマの文言は変えることなく使用して   

ください（準∵キャンペーンテ⊥マは、決定され次第、エイズ予防情報ネッ 

」瑚鞄p．肌jp／）で公開予定）。  

④ キャッチコピー、デザインなどの表現方法は自由ですが、キャッチコピーに   

はできるだけ“エイズ”“AIDS’’又は“HIV”を入れるようにしてくださ   

い。また、参考1「HIV／エイズの基礎知識」、参考2「エイズ広報を行う際   

の留意事項（不適切な表現等）」を参照し、誤りや不適切な表現がないように   

してください。抵触するときは審査時に選外となることがあります（準‥∵A   

IDS”と“HIV”はすべて大文字表記。誤字・脱字に注意）。  

⑤ HIV／エイズへの理解と支援の象徴“レッドリボン”は壷皇です。エイズ   

予防情報ネット内ゐサイト（https：〟api－netjfap．orjpJlotbhatRedribbon．html）   

かち画像データをダウンロードし、応募作晶に使用してかまいません。  

⑥ 受賞作晶の著作権は、主催者に帰属するものとします。   

6 応募締切日   

令和5年9月5日（火）（当日受付印有効）   

7 応募作晶送付先   

〒103－0007東京都中央区日本橋浜町3－35－5 オフィス30 504号室   

株式会社アドメディア内  

「世界エイズデーポスターコンクール」ボスタ」係宛て  

（電話番号 03－5259－1811）   

8 審査・選考及び表彰  

① エイズ予防財団ポスターコンクール審査会において、HIV／エイズに関する   

正しい理解、HIV感染予防、HIV検査の周知、HIV陽性者・エイズ患者   

への理解と支援、多様性の尊重等の視点から、応募作晶のキャッチコピーやメ   

ッセージ等の正確性、表現の適切さ、ポスターとしての完成度・デザイン性・   

メッセージ性・イ‾ンパクト期得でぎる効果等について審査を行V、ますi、→∴J  

② 審査会では、上記の審査を経て、募集区分ごとに次のとおり受賞作品を選考   

します。ただし、・「該当なし」となる場合もあります。   

（1）最優秀賞1点 （2）優秀賞 2点 （亭）佳作 数点  

③．・審査・選考結果はエイズ予防情報ネットで発表するとともに、受賞者には、   
賞状及び副賞を贈呈します（10月予定）。  

【エイズ予防財団ポスターコンクール審査会】  

審査員長 中島邦信  

審査員 何 英二、都丸雅明、長江翔平、灰 来人、松崎美枝（敬称略。  

五十音順）   












